
中部千島沖合底ぴき網漁場調査

担当者主将研究員豊 J!I 毅

I 調査目的

本県の沖合底びき網漁業の経営安定を図るためには新漁場を開発する必要に迫られている現況

から，とりあえず中部千島新知島沖合海域の漁場開発を実fたして，当該漁業発展に寄与するため

に実施したものである。

E 調査内容

(1) 調査'期間

昭和43年 11月1日_11月 14日

(2)調査場所

中部千島新知島沖合海域

(3) 調査項目

げ) 漁場環境としての水深，底昆海底地形

炉)海上気象調査

付 漁業試験(ー捜びき機船底びき網漁具による)。

(4) 調査方法

1 調査海域に緯度 1分毎の千島列島沿いの直線を函き，この直線上を航走し，魚群探知機に

よって記録をとった。

2. 海上気象については，気乱気広風向風逸天候について記録した。

3. 適当と思料された漁場においてかけ廻し式底びき漁法による試験操業を実施したの

亜調査結果

(1) 今回調査を実施した海域は，新知島南東沖合 12浬-20浬の海域を主としたカ元同海域に

おける水深，海底地形は予想以上にわるく，大半カ';1. 0 0 0 mを超え，しかも起伏の多い地形

となっていて，腹曳漁場としては適当と思われない。水深 10 0 0 m以下の笛所の存在は，新

知島北端に近い 12-1 4浬付近，向島大見直奇から 12 --1 41室付近など童文ケ所に散在するの

みで，しかもそのような比較的水深の浅い場所は，海底山脈の峯にあたる部分と恩われる個所

を含んでいるため，全海域が常識的には.底びき縞漁場としては，不適であると考えられた。

しかしながら，底曳対象魚樗のうち，キチジやメヌケなどは底の平担な漁場よりもむしろ起伏

の多い場所に好漁場が形成きれることが多いことも考慮に〆Ah， 水深8 0 0 m以浅の場所を選

定して試験操業を実施したョとの結果曳網回数 4@.J全部が根がかりとなり，大破絢のため使用

不能となった，叉，操業中絹が海底を曳網移動したと考えられたのkl. 1固だけで的の 3@1は，

網務ち個所から根がかり破縞をしたと考えられ勿 2回はロープ片側を切断した。

(2) 漁獲物は，とのため皆無で，この漁場にどのような魚種がF去旬、するかさえも明らかにすると

とができなかった。しかしたまたま揚縄中に袖網などに海底生物の一部が緩栴していたので，
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この状況を記すと下表のとおりで決る。
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(3) 海上気象協 この時期としては比較的平穏であり. 4日に霧の発生があり以後は 12日までの

の間に

時化の日は 5日間で，風力は長女でる(ピユーフオート氏嵐カ階級〕であったe 嵐は一定方向

からのみでなく，前半は偏西風が，中間に偏東風が後半再び偏西風が吹くといった状況でSE

-NEの場合に強く吹くようである。

百考察

(1) 同漁場ま全体的に底曳網漁場としての自然条件を有してはいないと恩われた。即ち現在の沖

合底びき網の曳網限界をに o0 0 mとした場今，曳網可能漁場面穏lま，極めて少ない点からこ

のように判断される。

(2) 底びき樹漁業試験の結果は 4囲の曳網に対して 4回の根がかりで，少ない曳頼回数ではある

が100%根がかりする漁場では侭りに相当量の資源があるとしても経常上極めて不安定で，
..-1， ，ふ

底びき網漁場としては利用できないであろうe

13) 今回の縮同新知島沖合漁場の自然的条件について概めて〈検的な知見を軟に過ぎない

ので，今回調査した漁場外に底びき網漁場としての好漁場が存在し得ないとは断定するわけに

はゆかない。本年度の調斎のみでは，充分でiまないが一般に漁場水深は，時岸沿いに浅〈なり

降岸を離れるに従って深くなるのが通常であることからして更に沖合に梅務鳥海土佐などのおる

場合は男Ijとしても本梅域においては底びき漁場が存在する可能性ばまず少いと見てよいでホろ

、
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(4) 次年度以降試験操業を行なうとすれば更に詳細な漁場調査を行うことは勿論必要であろうい

漁具，漁法については選択も併せて検討する必要がある。
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